
 http://gaga.ne.jp/hitlerisback/note/02.htm
l 

(

八) 

佐
藤
卓
己
『
メ
デ
ィ
ア
社
会
』
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
六
年
、
一
三
六
―
八
頁
。 

(

九) 

「
私
が
大
学
で
「
ナ
チ
ス
を
体
験
す
る
」
授
業
を
続
け
る
理
由
―
人
は
い
と
も
簡

単
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
な
び
く
」
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
、
二
〇
一
八
年
七
月
六
日

（https://gendai.ism
edia.jp/articles/-/56393

） 

 
覆
轍
の
メ
デ
ィ
ア
史 

―
Ｄ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
『
ラ
ジ
オ
が
夢
見
た
市
民
社
会
―
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
栄
光
と
挫
折
』
― 

福
永
健
一 

  

は
じ
め
に 

 

近
年
、「
分
断
」
と
い
う
言
葉
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
き

た
。
政
治
的
・
思
想
的
信
条
の
分
断
、
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
ひ
き
お
こ
す
分
断
、と
い
っ
た
文
句
が
盛
ん
に
み
ら
れ
、

そ
れ
ら
へ
の
処
方
箋
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。

本
書
の
最
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
第
二
部
か
ら
記
述
さ
れ

る
ラ
ジ
オ
リ
ス
ナ
ー
た
ち
の
「
分
断
」
で
あ
る
。
本
書
は
、
一

九
三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
史
に
新
た
な
知
見
を
も

た
ら
す
歴
史
研
究
で
あ
り
つ
つ
も
、
現
代
の
「
分
断
」
に
関
す

る
問
題
を
考
え
る
た
め
の
手
が
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
し

か
し
、
本
書
を
お
お
よ
そ
半
分
ま
で
読
み
す
す
め
て
も
、
一
九

三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
け
る
公
共
的
な
番
組

に
焦
点
を
当
て
た
「
ニ
ッ
チ
な
メ
デ
ィ
ア
史
」
に
み
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
は
本
書
が
二
部
構
成
で
六
〇
〇
頁
に
及
ぶ
大

著
で
あ
り
、
本
書
の
主
張
と
そ
れ
が
持
つ
現
代
的
意
義
を
捉
え

る
ま
で
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
こ
で
本
書
評
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
史
研
究
に
お
け
る
本
書
の
位
置
付
け

を
確
認
し
て
か
ら
、
本
書
全
体
の
概
要
を
見
通
し
が
よ
く
な
る

よ
う
ま
と
め
、お
わ
り
に
本
書
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。 
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著
者
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
グ
ッ
ド
マ
ン
（David Goodm

an

）

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
教
鞭
を
と
る
ア

メ
リ
カ
史
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
は
『Radio's Civic Am

bition: 
Am

erican Broadcasting and D
em

ocracy in the 1930s

』（
二
〇

一
一
年
）
の
翻
訳
で
あ
り
、
前
著
に
『G

old Seeking: Victoria 
and California in the 1850s

』（
一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。 

本
書
が
主
に
扱
う
の
は
、
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
ア
メ
リ

カ
で
立
ち
現
れ
た
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
通
し
て
国
民
の
市
民
性
を

教
化
す
る
思
想
と
そ
の
実
践
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
と
り
ま
く
言

説
で
あ
る
。
本
書
の
概
要
を
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送

は
、
三
〇
〜
四
〇
年
代
に
か
け
て
商
業
的
性
格
を
有
し
た
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
社
会
的
、
文
化
的
に
絶
大
な
影
響
力
を
有
し

て
い
た
。
そ
の
さ
な
か
に
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
「
市
民
的
模
範

（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）」の
教
化
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ

っ
た
。
本
書
は
そ
の
試
み
を
「
野
望
（am

bition

）」
の
歴
史
と

し
て
描
い
た
歴
史
研
究
で
あ
る
。
第
一
部
で
は
、
野
望
の
湧
出

と
興
隆
が
、第
二
部
で
は
、野
望
の
頓
挫
と
瓦
解
が
描
か
れ
る
。 

 

米
国
ラ
ジ
オ
史
の
研
究
パ
ラ
ダ
イ
ム 

 

ま
ず
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
史
に
関
す
る
先
行
研
究
を
振

り
返
り
、
本
書
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ア
メ
リ
カ

の
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
①
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
、

②
一
九
五
〇
〜
七
〇
年
代
、
③
一
九
八
〇
～
九
〇
年
代
、
④
二

〇
〇
〇
年
代
〜
現
在
と
、
時
期
ご
と
に
四
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

①
は
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
ウ
ェ
ル
、
ハ
ド
レ
ー
・
キ
ャ
ン
ト

リ
ル
、
ポ
ー
ル
・
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ド
、
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ー
ト

ン
ら
に
よ
っ
て
、
社
会
心
理
学
・
心
理
学
の
観
点
か
ら
、
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
あ
る
い
は
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
効
果
に

つ
い
て
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ
た
時
期
で
あ
る
。 

②
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・P

・
バ
ニ
ン
グ
の
よ
う
な
元
放
送
業

界
人
や
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ナ
ウ
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
タ
ー

リ
ン
グ
と
い
っ
た
歴
史
研
究
者
に
よ
っ
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
産

業
史
と
業
界
史
の
記
述
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
る
一

。
ま
た
こ
の
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時
期
は
、放
送
史
に
関
す
る
重
要
な
著
作
を
ま
と
め
た『H

istory 
of Broadcasting: Radio to Television

』（
一
九
七
一
年
）、
博
士

論
文
を
ま
と
め
た
『D

issertations in Broadcasting

』（
一
九
七

九
年
）
がArno Press

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

③
は
、
ス
ー
ザ
ン
・
ダ
グ
ラ
ス
、
ミ
シ
ェ
ル
・
ヒ
ル
メ
ス
、

ス
ー
ザ
ン
・
ス
マ
リ
ヤ
ン
ら
に
よ
っ
て
、
文
化
史
や
メ
デ
ィ
ア

史
と
し
て
の
ラ
ジ
オ
史
研
究
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ

る
二

。
ま
た
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
視
点
か
ら

も
、
リ
ス
ナ
ー
の
能
動
性
や
多
様
な
実
践
に
焦
点
を
当
て
た
研

究
が
数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。 

④
は
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
文
化
史
的
観
点
を
も
ち
つ
つ
、
政
治
、

公
共
放
送
、
広
告
な
ど
、
研
究
対
象
が
細
分
化
し
て
い
っ
た
時

期
で
あ
る
三

。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
は
大
量
に
あ
る
一
次
資

料
の
整
理
が
進
め
ら
れ
た
。
放
送
史
に
関
す
る
資
料
の
ア
ー
カ

イ
ブ
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
と
り
く
み
、
あ
る
い
は
放
送
に
関

す
る
特
許
、
雑
誌
記
事
、
議
事
録
な
ど
を
ま
と
め
た
全
六
巻
の

『Routledge Library of M
edia and Cultural Studies: The 

Rise of Am
erican Radio

』（
二
〇
〇
七
年
）
と
い
っ
た
資
料
集

や
辞
典
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ぶ
ん
、
ア
メ
リ
カ

の
ラ
ジ
オ
史
研
究
は
、
一
次
史
料
を
豊
富
に
用
い
た
分
厚
い
記

述
の
実
証
的
研
究
が
増
加
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
近
年
の
切
り

口
は（
歴
史
研
究
で
は
ど
の
テ
ー
マ
で
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
）、

「
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
」
を
扱
う
も
の
、
あ
る
い

は
「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
史
の
正
史
を
相
対
化
す
る
」
も

の
の
い
ず
れ
か
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。 

 

米
国
ラ
ジ
オ
史
の
「
正
史
」 

 

二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
時
期
で
い
え
ば
④
に

分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
読
み
進
め
て
い
く
う
え
で
押
さ
え
て

お
く
べ
き
は
、
本
書
が
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
「
正
史
」

を
相
対
化
す
る
視
点
か
ら
出
発
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で

は
、
そ
の
「
正
史
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ

オ
放
送
が
有
し
て
い
る
「
商
業
的
性
格
」
で
あ
る
。 

「
第
一
章

ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
で
グ
ッ
ド
マ
ン
は
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
ラ
ジ
オ
史
研
究
が
描
い
て
き
た
商
業
メ
デ
ィ
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ア
と
し
て
の
ラ
ジ
オ
史
を
、
公
共
的
性
格
に
着
目
す
る
こ
と
で

相
対
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
放
送
事
業
体
制
の
独
自
性
を
指
摘
す

る
。
そ
も
そ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
英
国
や
日
本

が
公
共
放
送
と
し
て
始
ま
っ
た
の
に
対
し
て
、
企
業
、
商
店
、

学
校
、
教
会
と
い
っ
た
民
間
の
団
体
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
商
業

放
送
と
し
て
始
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
が
商
業
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
発
展
し
て
い
く
過
程
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
描

か
れ
る
。 

一
九
二
〇
年
十
月
、
電
気
機
器
製
造
会
社
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン

グ
ハ
ウ
ス
社
が
、
自
社
で
販
売
し
て
い
る
無
線
機
器
の
販
売
促

進
を
目
的
にKDKA

局
を
開
局
し
、決
ま
っ
た
日
時
に
番
組
を

流
す
「
定
時
放
送
」
を
始
め
た
。
こ
れ
は
、
世
界
初
の
ラ
ジ
オ

放
送
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
世
界
初
の
民
間
企
業
に

よ
る
商
業
放
送
で
も
あ
っ
た
。KDKA

の
開
局
後
、
数
年
以
内

に
こ
れ
を
模
倣
す
る
局
が
急
増
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
局
数

は
二
一
年
に
は
わ
ず
か
五
局
だ
っ
た
が
、
二
三
年
以
降
か
ら
は

五
百
局
を
超
え
て
い
く
。
一
九
二
二
年
、
電
話
企
業AT&

T

が

運
営
す
るW

EAF

局
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
に
放
送
時
間
を
販
売
し

収
益
を
得
る
「
有
料
放
送
」
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
こ
れ

は
、
の
ち
に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
一
社
提
供
に
よ
る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

番
組
の
形
式
へ
と
発
展
し
、
そ
れ
ま
で
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
主
な

市
場
と
し
て
い
た
広
告
代
理
店
は
、
放
送
と
い
う
新
た
な
媒
体

へ
の
可
能
性
を
見
出
し
放
送
業
界
へ
と
参
入
し
て
い
っ
た
。
こ

こ
か
ら
、
ラ
ジ
オ
は
広
告
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
二
六
〜
七
年
に
か
け
て
、「
二
大
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
称
さ
れ
るNBC

とCBS

が
設
立
さ
れ
る
と
、

放
送
の
商
業
的
性
格
は
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
く
。
二
大
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
の
広
告
収
入
を
財
源
と
し
、
ポ

ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
を
重
視
す
る
商
業
性

を
明
確
に
打
ち
出
し
た
放
送
事
業
体
制
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

じ
っ
さ
い
、
放
送
さ
れ
て
い
た
全
番
組
の
大
半
が
、
ス
ポ
ン
サ

ー
提
供
に
よ
る
ド
ラ
マ
や
音
楽
番
組
か
、
ラ
ジ
オ
ス
タ
ー
を
司

会
者
に
据
え
て
音
楽
や
寸
劇
や
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
る
ヴ
ァ
ラ

エ
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
と
い
っ
た
娯
楽
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
一
九

三
〇
年
代
に
な
る
と
、
放
送
業
界
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
心
に

商
業
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
最
盛
期
を
迎
え
、
ラ
ジ
オ
の
世
帯
普
及
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率
は
一
九
三
〇
年
の
約
五
割
か
ら
四
〇
年
に
は
約
八
割
ま
で
伸

び
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
産
業
的
規
模
と
社
会
・
文
化
に
対
す

る
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
、
三
〇
〜
四
〇
年
代
は
「
ラ
ジ
オ
の

黄
金
時
代
」
と
称
さ
れ
る
。
ラ
ジ
オ
の
時
代
は
、
一
九
五
〇
年

代
に
テ
レ
ビ
の
時
代
が
到
来
す
る
ま
で
続
い
た
。
こ
れ
が
、
最

も
よ
く
描
か
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
史
で
あ
る
。 

 

公
共
性
と
商
業
性
の
ジ
レ
ン
マ 

 

し
か
し
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
黎
明
期
に
あ
た
る
二
〇
年
代
前
半

か
ら
、
政
府
や
放
送
事
業
者
そ
し
て
一
部
の
リ
ス
ナ
ー
の
あ
い

だ
で
は
、
ラ
ジ
オ
と
は
「
公
共
物
」
で
あ
り
、
放
送
と
は
「
公

共
の
利
益
」
に
か
な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
さ

れ
て
い
た
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
「
一
九
二
七
年
無
線
法

（Radio Act of 1927

）
」
や
「
一
九
三
四
年
通
信
法

（Com
m

unication Act of 1934

）」
と
い
っ
た
法
律
に
も
反
映

さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
、
一
九
三
四
年
通
信
法
に
は
、FCC

（
連

邦
通
信
委
員
会
）
の
設
立
を
は
じ
め
政
府
の
規
制
や
介
入
の
可

能
性
を
放
送
事
業
者
に
感
じ
さ
せ
る
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
放
送
事
業
は
、
商
業
的
性
格
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
シ
ス
テ
ム
で
運
営
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

公
共
的
性
格
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
を
常
に
抱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
は
、随
所
で
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
と
え
ば
本
書
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
二
〇
年
代
か
ら

世
界
大
恐
慌
期
ま
で
の
あ
い
だ
、
広
告
が
展
開
さ
れ
る
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
番
組
で
は
、
商
品
名
や
企
業
名
を
さ
り
げ
な
く
周
知
す

る
「
間
接
広
告
（indirect advertising

）」
と
い
う
手
法
が
取
ら

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
商
業
放
送
で
あ
り
な
が
ら
直
接
的
に
商

品
の
購
入
を
進
め
る
よ
う
な
広
告
は
「
露
骨
な
商
業
性
」
と
み

な
さ
れ
忌
避
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、グ
ッ
ド
マ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
番
組
を
「
ス
ポ
ン
サ
ー
番
組
（sponsor 

program

）」
と
「
自
主
番
組
（sustaining program

）」
の
二
つ

に
区
分
け
し
て
制
作
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ス
ポ
ン
サ
ー
番

組
と
は
ス
ポ
ン
サ
ー
提
供
の
番
組
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
広
告
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代
理
店
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
、
ド
ラ
マ
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
い
っ
た
娯
楽
的
性
格
の
強
い
も
の
で
占
め
ら

れ
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
、
自
主
番
組
と
は
ス
ポ
ン
サ
ー
が
つ
か

ず
、
ま
た
広
告
も
無
く
放
送
局
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
番
組
の

こ
と
で
あ
り
、
広
報
、
宗
教
、
討
論
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
い

っ
た
、
公
共
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

グ
ッ
ド
マ
ン
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
番
組
ば
か
り
で
な
く
自
主
番

組
を
放
送
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
放
送
の
公
共
的
役

割
と
い
う
「
大
義
名
分
」
を
果
た
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
。
そ

し
て
ア
メ
リ
カ
の
放
送
事
業
体
制
が
抱
え
て
い
た
ジ
レ
ン
マ
を

「
放
送
局
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
に
し
て
教
育
者
で
あ
り
、

人
々
の
望
む
も
の
を
与
え
つ
つ
も
、
教
育
し
、
向
上
さ
せ
る
役

割
を
持
ち
、
賢
明
な
商
売
人
で
あ
り
な
が
ら
、
権
威
あ
る
国
家

的
機
関
で
も
あ
っ
た
（
九
六
頁
）
」
と
表
現
す
る
。
グ
ッ
ド
マ

ン
は
、
ラ
ジ
オ
が
商
業
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
黄
金
時
代
」
を
迎

え
る
裏
で
、
自
主
番
組
の
よ
う
な
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て

の
番
組
が
放
送
さ
れ
続
け
て
い
た
と
い
う
事
実
を
強
調
す
る
が
、

当
時
放
送
さ
れ
て
い
た
番
組
の
類
型
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
自

主
番
組
の
割
合
は
、
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
あ
い
だ
、
多
い
年
で

全
番
組
の
三
〜
四
割
程
度
で
あ
り
、
平
均
し
て
二
割
程
度
に
過

ぎ
な
い
。
で
は
、
こ
れ
に
着
目
す
る
の
は
何
故
な
の
か
。
グ
ッ

ド
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
三
〇
年
代
以
降
、
商
業
性
が
高

ま
る
に
伴
い
市
民
的
価
値
観
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
番
組
の
割
合
は

低
下
し
商
業
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
く
。
研
究
者
は
そ
う
結
論

づ
け
、
こ
れ
ら
を
無
視
し
て
き
た
。
本
書
は
、
そ
れ
が
減
っ
た

の
で
は
な
く
、
そ
れ
で
も
な
お
多
く
が
な
ぜ
残
存
し
続
け
て
き

た
の
か
を
検
討
す
る
。
商
業
的
性
格
と
公
的
性
格
の
緊
張
関
係

こ
そ
が
、
米
ラ
ジ
オ
史
の
独
自
性
だ
か
ら
で
あ
る
（
五
〇
〜
五

一
頁
）
」
。 

 

放
送
の
公
共
的
役
割
：
教
育
か
ら
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ 

 

ラ
ジ
オ
が
果
た
す
べ
き
公
共
的
役
割
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、

一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
教
育
機
関
や
労
働
組
合
、

教
会
、
民
族
団
体
な
ど
が
自
前
で
放
送
を
運
営
で
き
る
「
ア
ク

セ
ス
権
」、
あ
る
い
は
教
育
的
、
宗
教
的
、
文
化
的
番
組
を
通
し

154



た
「
聴
衆
の
教
育
」
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
第
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
一
極
集
中
の
性
格
が
強
ま
る
に
し
た
が
っ

て
こ
れ
ら
の
考
え
方
は
後
退
し
、「
一
九
三
四
年
通
信
法
」
が
制

定
さ
れ
て
か
ら
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
リ
ス
ナ
ー
の
「
市
民
性

を
涵
養
す
る
」と
い
う
考
え
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
と
い
う
。 

「
第
二
章

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
で
は
、
こ
う
し
た
「
市

民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
よ
ば
れ
る
放
送
の
公
共
的
役
割
に
つ
い

て
の
新
た
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
グ
ッ

ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
、「
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
は
、
次
の
よ
う

な
考
え
方
を
集
約
し
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。 

 

・
ラ
ジ
オ
は
地
域
ご
と
に
多
様
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。 

・
リ
ス
ナ
ー
は
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る
意
見
や
観
点
に
触

れ
る
こ
と
を
通
し
て
よ
り
良
い
市
民
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。 

・
理
想
的
な
リ
ス
ナ
ー
と
は
、
寛
容
で
共
感
的
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
能
動
的
、
論
理
的
、
批
判
的
で
聞
く
と
い
う
行
為
に
個
々

人
が
責
任
を
持
て
る
こ
と
で
あ
る
。 

・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
時
代
に
あ
っ
て
も
自
分
の
意
見
を
形
成
し
、

は
っ
き
り
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
「
市
民
」
と
な
る
こ
と
。 

・
そ
う
し
た
市
民
は
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
放
送
事
業
者
と

政
府
は
ラ
ジ
オ
を
単
な
る
娯
楽
以
上
の
も
の
に
し
て
い
く
責
任

が
あ
る
こ
と
。（
以
上
、
一
二
四
頁
） 

 

こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
み
て
と
れ
る
よ
う
に
、「
市
民
的
パ
ラ
ダ

イ
ム
」
と
は
、
多
元
主
義
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
、
進
歩
主

義
を
内
面
化
し
た
エ
リ
ー
ト
の
思
想
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
思
想

を
内
面
化
し
た
人
々
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
市
民
を
作
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
楽
観
的
な
ア
イ
デ
ア
を
歓
迎
し
た
。
ま

た
、
放
送
事
業
者
に
と
っ
て
「
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
は
、
ラ

ジ
オ
が
公
共
的
役
割
を
果
た
す
た
め
の
最
も
現
実
的
で
受
け
入

れ
や
す
い
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
半

ば
か
ら
四
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
あ
い
だ
、「
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」

は
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
い
て
支
配
的
な
考
え
方
と
な

っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
で
は
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
い
う
「
野

望
」
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
様
相
で
発
露
さ

れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
三
章
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
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が
、
第
四
章
で
は
公
開
討
論
番
組
が
事
例
と
し
て
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
く
。 

 

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
に
み
る
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム 

 

「
第
三
章

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
放
送
と
い
う
約
束
」
で
は
、

三
〇
年
代
に
ラ
ジ
オ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
に
お
い
て
市
民

的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
考
え
方
が
台
頭
し
、
四
〇
年
代
に
衰
勢
し
て

い
く
過
程
が
描
か
れ
る
。
本
書
で
は
、『M
usic Appreciation 

H
our

』
や
『NBC H

ome Sym
phony

』
と
い
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
番
組
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
グ
ッ
ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
は
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
最
も
よ
く
反
映

さ
れ
て
い
た
番
組
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
番
組
は
、
放
送
事
業
者
に
と
っ
て
は
普
遍
的
価
値
の
あ
る
文

化
に
誰
も
が
触
れ
ら
れ
る
と
い
う
公
共
的
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
信
奉
者
に
と
っ
て
は
人
々
の
嗜
好

と
文
化
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。 

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
広
が
る
一
九
三
〇
年
代
半
ば
以
降
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
は
、
多
く
の
場
合
「
音
楽
鑑
賞
を
目
的

と
し
た
も
の
」
あ
る
い
は
「
当
時
の
著
名
な
音
楽
家
を
出
演
さ

せ
紹
介
す
る
も
の
」
の
い
ず
れ
か
の
形
を
と
っ
て
お
り
、
番
組

の
雰
囲
気
は
エ
リ
ー
ト
主
義
的
と
い
う
よ
り
は
万
人
が
楽
し
め

る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
高

級
文
化
で
な
く
民
主
的
番
組
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
平
等
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
思
惑
が
働
い
て
い

た
。ま
た
、放
送
事
業
者
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
を
通
し
て
、

能
動
的
で
音
楽
に
対
す
る
知
識
や
意
見
を
個
人
的
に
発
達
さ
せ

た
リ
ス
ナ
ー
を
育
て
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
市
民
的
価
値
観

の
も
と
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
の
数
は
、
二
八
年
か
ら
増
加

し
始
め
三
八
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
っ
た
。 

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
一
九
三
八
年
、

こ
の
年
の
一
月
に
ア
メ
リ
カ
に
移
り
、
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ド
の

い
る
ラ
ジ
オ
研
究
所
に
所
属
し
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
ア
ド
ル
ノ
は
、

市
民
的
価
値
観
の
も
と
ラ
ジ
オ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
放
送
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、痛
烈
な
批
判
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
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ア
ド
ル
ノ
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
賞
揚
し
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

を
唾
棄
す
る
エ
リ
ー
ト
主
義
者
と
し
て
の
側
面
が
引
き
合
い
に

出
さ
れ
る
が
、
グ
ッ
ド
マ
ン
の
見
立
て
に
よ
れ
ば
、
ア
ド
ル
ノ

の
ラ
ジ
オ
音
楽
批
判
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
触

れ
能
動
的
で
批
判
的
な
リ
ス
ナ
ー
を
作
り
出
す
と
い
う
市
民
的

パ
ラ
ダ
イ
ム
そ
の
も
の
に
対
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
市

民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
へ
の
異
議
を
公
然
と
唱
え
る
ア
ド
ル
ノ
に
対

す
る
周
囲
の
知
識
人
の
風
当
た
り
は
強
か
っ
た
。
あ
と
で
明
ら

か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
知
識
人
た
ち
も
ま
た
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
信
奉
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
議
論
は
受
け
入
れ

ら
れ
ず
ア
ド
ル
ノ
は
四
〇
年
に
研
究
所
を
去
り
、
五
年
後
に
マ

ッ
ク
ス
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
と
も
に
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
を

完
成
さ
せ
て
い
る
。
グ
ッ
ド
マ
ン
は
、
ア
ド
ル
ノ
の
凋
落
に
い

た
る
一
連
の
出
来
事
を
、
ア
メ
リ
カ
の
知
識
人
に
市
民
的
価
値

観
が
強
く
内
面
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
位
置
付
け
る
。 

ア
ド
ル
ノ
が
異
議
を
唱
え
た
の
と
同
じ
こ
ろ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
番
組
自
体
に
も
翳
り
が
見
え
始
め
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

番
組
の
数
は
、
三
九
〜
四
〇
年
に
激
減
し
大
戦
中
に
再
度
増
加

す
る
も
の
の
、
戦
後
か
ら
漸
減
し
て
し
ま
う
。
そ
の
理
由
は
、

番
組
維
持
に
高
額
な
費
用
が
か
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
よ
り

重
要
な
の
は
、
ラ
ジ
オ
リ
ス
ナ
ー
の
大
多
数
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
よ
り
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
好
ん
で
い
る
の
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
音
楽
の
好
み
は
階
層
に
よ
っ
て

明
確
に
分
か
れ
て
お
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
高
等
教
育
を
受
け
た

都
市
部
の
富
裕
層
に
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
。
つ
ま
り
、
民
族
、
人
種
、
性
別
と
い
っ
た
階
層
と
は
異

な
る
、
市
民
的
番
組
に
親
し
み
市
民
的
価
値
観
を
実
践
す
る
、

あ
る
特
定
の
階
層
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。
続
く
第
四
章
で
は
、
こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
が
公
開
討
論

番
組
を
例
に
描
か
れ
て
い
く
。 

 

公
開
討
論
番
組
に
み
る
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム 

 

「
第
四
章

民
主
的
な
ラ
ジ
オ
と
は
何
か
」
で
は
、
公
開
討

論
番
組
を
通
し
た
リ
ス
ナ
ー
の
市
民
育
成
へ
の
試
み
が
描
か
れ

る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
三
十
年
代
半
ば
ま
で
に
『U

niversity 
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of Chicago Round Table

』、『Am
erica’s Town M

eeting of the 
Air

』、『People’s Platform

』
と
い
っ
た
公
開
討
論
番
組
が
放
送

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
番
組
の
内
容
は
、
大
学
教
員
や
公
人

あ
る
い
は
国
会
議
員
が
台
本
な
し
で
討
論
す
る
も
の
や
、
ス
タ

ジ
オ
に
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
集
め
て
そ
の
場
で
質
問
す
る
聴
衆

参
加
型
討
論
が
あ
っ
た
。
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
信
奉
者
た
ち

は
、
公
開
討
論
番
組
を
通
し
て
、
他
者
の
意
見
に
耳
を
傾
け
つ

つ
も
批
判
的
で
、
特
定
の
信
念
に
固
執
せ
ず
相
手
が
正
し
い
場

合
に
は
喜
ん
で
自
分
の
意
見
を
変
え
る
よ
う
な
「
市
民
」
を
生

み
出
し
、
ラ
ジ
オ
を
用
い
て
新
し
い
公
共
圏
に
生
き
る
人
々
の

「
民
主
主
義
」
の
ス
キ
ル
を
育
て
る
こ
と
期
待
し
て
い
た
と
い

う
。 こ

の
章
で
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
番
組
が
一
定
の
エ
リ
ー
ト

に
よ
っ
て
好
ま
れ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
公
開
討
論
番
組
が
一

定
の
知
的
な
リ
ス
ナ
ー
、
す
な
わ
ち
エ
リ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
て

い
た
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
信
奉
者
た
ち
を
お
お
い
に
魅
了
す

る
様
子
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
リ
ス
ナ
ー
は
ご
く

一
部
し
か
お
ら
ず
、
市
民
的
価
値
観
を
満
た
す
よ
う
な
資
質
を

す
べ
て
の
リ
ス
ナ
ー
が
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
次

第
に
わ
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
市
民
的
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
「
野
望
」
は
、
三
十
年
代
後
半
か
ら
翳
り
が
み
え
は
じ

め
て
い
く
。
第
二
部
か
ら
は
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
対
す
る

懐
疑
と
抵
抗
が
生
じ
、
市
民
的
価
値
観
が
リ
ス
ナ
ー
の
社
会

的
・
文
化
的
分
断
を
も
た
ら
す
様
相
が
描
か
れ
て
い
く
。 

 

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
も
た
ら
す
分
断 

 

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
影
響
下
に
あ
っ
た
ラ
ジ
オ
は
、
リ
ス

ナ
ー
を
よ
り
積
極
的
で
柔
軟
か
つ
自
省
的
な
市
民
に
変
化
さ
せ

よ
う
と
試
み
た
。
あ
る
層
は
そ
れ
を
信
奉
し
た
が
、
あ
る
層
は

そ
う
し
た
価
値
観
に
対
す
る
拒
絶
を
示
す
よ
う
に
な
る
。「
第
五

章

階
級
・
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
・
分
断
」
で
は
、
そ
う
し

た
リ
ス
ナ
ー
の
階
級
的
分
断
が
生
じ
て
い
っ
た
要
因
に
つ
い
て

言
及
さ
れ
て
い
る
。 

具
体
的
な
分
断
の
様
相
に
つ
い
て
は
第
六
章
で
詳
細
に
検
討

さ
れ
る
が
、
こ
の
章
で
は
ま
ず
分
断
の
兆
候
と
し
て
、
一
九
三
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八
年
の
ズ
デ
ー
テ
ン
危
機
に
お
け
るCBS

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ーH. V. 
カ
ル
テ
ン
ボ
ー
ン
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ス
報
道
時
の
解
説

内
容
に
対
す
る
リ
ス
ナ
ー
の
反
応
に
グ
ッ
ド
マ
ン
は
着
目
す
る
。

そ
れ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
当
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
カ
ル
テ
ン
ボ
ー
ン
の
コ
ス

モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
な
解
説
に
対
し
て
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
信
奉
者
か
ら
は
賞
賛
の
手
紙
が
届
き
、
そ
う
で
な
い
者
か
ら

は
敵
意
を
剥
き
出
し
に
し
た
批
判
の
手
紙
が
届
い
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
リ
ス
ナ
ー
の
「
反
応
」
か
ら
分
断
を

読
み
解
い
て
い
く
第
二
部
か
ら
の
グ
ッ
ド
マ
ン
の
手
法
は
鮮
や

か
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
は
同
時
に
同
一
の
聴
取
経
験
を
す
る
も
の

ゆ
え
、
統
合
や
均
質
化
を
う
な
が
す
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
裏
を

返
せ
ば
、同
じ
経
験
を
す
る
が
ゆ
え
に
人
々
は
異
な
る「
反
応
」

を
示
す
。
グ
ッ
ド
マ
ン
は
こ
こ
に
着
眼
し
、
放
送
局
やFCC
に

寄
せ
ら
れ
た
投
書
や
手
紙
に
書
か
れ
た「
反
応
」の
違
い
か
ら
、

リ
ス
ナ
ー
の
分
断
を
読
み
解
い
て
い
く
。 

本
章
で
は
ま
ず
、
な
ぜ
リ
ス
ナ
ー
の
階
級
が
問
題
と
し
て
前

景
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
始

ま
り
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
キ
ャ
ン
ト
リ
ル
や
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ

ル
ド
な
ど
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
ラ
ジ
オ
研
究
に
遡
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
。
グ
ッ
ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
三
〇
年
代
半
ば

か
ら
始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
研
究
そ
れ
自
体
に
も
、
市
民
的
パ
ラ
ダ

イ
ム
が
内
面
化
さ
れ
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
バ
イ
ア
ス
が
備
わ
っ

て
い
た
と
い
う
。
じ
っ
さ
い
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
が
、
リ
ス

ナ
ー
が
社
会
経
済
的
に
階
層
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に

描
き
出
し
、
ラ
ジ
オ
リ
ス
ナ
ー
を
「
文
化
エ
リ
ー
ト
／
非
エ
リ

ー
ト
」
に
階
層
化
し
て
分
類
し
た
と
い
う
。
彼
ら
の
い
う
「
文

化
エ
リ
ー
ト
」
と
は
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
ラ
ジ
オ
聴
取
の

あ
り
方
を
実
践
な
い
し
体
現
す
る
、
エ
リ
ー
ト
で
十
分
に
教
育

さ
れ
た
都
会
的
な
リ
ス
ナ
ー
た
ち
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

「
非
文
化
エ
リ
ー
ト
」
と
は
、
大
衆
的
な
番
組
を
楽
し
み
、
リ

ス
ナ
ー
と
し
て
も
積
極
的
に
ラ
ジ
オ
に
関
わ
る
が
、
変
化
や
自

己
の
成
長
は
求
め
ず
、
身
近
な
世
界
を
知
り
、
大
衆
音
楽
、
コ

メ
デ
ィ
、
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
た
娯
楽
を
楽
し
み
た
い
リ
ス
ナ
ー

た
ち
の
こ
と
だ
っ
た
。 

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
価
値
観
は
、
リ
ス
ナ
ー
に
、
新
し
い
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考
え
に
対
し
て
開
放
的
で
、
個
人
の
考
え
方
を
変
化
さ
せ
、
意

見
を
形
成
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
望
ま

な
い
リ
ス
ナ
ー
は
、
真
面
目
で
な
く
知
的
に
劣
る
者
と
み
な
さ

れ
た
。
つ
ま
り
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
エ
リ
ー
ト
の
リ
ス

ナ
ー
た
ち
を
「
統
合
」
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
そ
れ
と
同

じ
程
度
に
、
そ
う
で
な
い
聴
衆
と
の
「
分
断
」
を
生
み
出
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
章
と
本
書
全
体
に
通
底

す
る
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
分
断
は
、
次
章
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
、
あ
る
出
来
事
に
お
い
て
決
定
的
な
も
の
に
な
る
。 

 

分
断
を
顕
現
さ
せ
た
『
宇
宙
戦
争
』
パ
ニ
ッ
ク 

 

一
九
三
八
年
十
月
三
十
日
の
日
曜
日
午
後
八
時
、CBS
の
番

組
『M

ercury Theatre

』
でH.G.

ウ
ェ
ル
ズ
原
作
の
『
宇
宙
戦

争
（W

ar of the W
orlds

）』
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
放
送
さ
れ
た
。

火
星
人
が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
侵
攻
す
る
シ
ー
ン
を
聴
い
た

一
部
の
リ
ス
ナ
ー
が
、
こ
れ
を
真
に
受
け
て
し
ま
い
パ
ニ
ッ
ク

騒
動
が
起
こ
る
。
逃
げ
惑
う
者
や
死
を
覚
悟
し
た
者
か
ら
、
心

臓
発
作
を
起
こ
し
た
者
も
い
た
。
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
は
、
ハ

ド
レ
ー
・
キ
ャ
ン
ト
リ
ル
が
『
火
星
か
ら
の
侵
入

パ
ニ
ッ
ク

の
社
会
心
理
学
』（
一
九
四
〇
＝
一
九
八
五
年
）
で
詳
し
く
分
析

し
た
た
め
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
パ
ニ
ッ
ク
の
原
因
に
つ

い
て
は
、
長
引
く
不
況
や
戦
争
の
気
配
を
報
じ
る
ラ
ジ
オ
の
ニ

ュ
ー
ス
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
人
が
ナ
ー
バ
ス
に
な
っ
て
い
た

た
め
に
起
こ
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。「
第
六
章

ラ
ジ
オ
と
知
的

な
リ
ス
ナ
ー

宇
宙
戦
争
パ
ニ
ッ
ク
」
で
は
、
こ
の
騒
動
後
に

寄
せ
ら
れ
た
リ
ス
ナ
ー
達
の
「
反
応
」
に
着
目
し
て
、
リ
ス
ナ

ー
の
分
断
を
決
定
づ
け
た
出
来
事
と
し
て
読
み
解
か
れ
て
い
く
。 

グ
ッ
ド
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
騒
動
は
折
し
も
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
に
対
す
る
批
判
性
を
身
に
つ
け
る
機
運
が
高
ま
り
、
さ
ら
に

国
民
の
知
性
や
批
判
能
力
が
公
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
時
期

に
起
き
た
と
い
う
。
パ
ニ
ッ
ク
騒
動
後
、FCC

に
寄
せ
ら
れ
た

リ
ス
ナ
ー
の
反
応
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
パ
ニ
ッ
ク
を

起
こ
し
た
リ
ス
ナ
ー
た
ち
は
、
番
組
へ
の
検
閲
や
規
制
を
求
め

る
投
書
を
送
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
市
民
的
価
値
観
を
自
認
す
る
リ

ス
ナ
ー
た
ち
は
、『
宇
宙
戦
争
』
の
リ
ア
ル
な
描
写
や
創
造
性
を
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褒
め
そ
や
し
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
た
リ
ス
ナ
ー
は
散
漫
に
聴

取
す
る
が
ゆ
え
に
騙
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
感
情
的
で
知
的
に
劣

る
と
非
難
す
る
投
書
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ

ム
の
信
奉
者
に
と
っ
て
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

す
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が
体
現
し
よ
う
と
す
る
聴
取
の

あ
り
方
と
か
け
離
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
か
れ
ら
は
寛
容
を

重
視
す
る
は
ず
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ

し
た
リ
ス
ナ
ー
を
敵
対
的
か
つ
不
寛
容
に
拒
絶
し
て
い
く
の
で

あ
っ
た
。 

グ
ッ
ド
マ
ン
は
、『
宇
宙
戦
争
』
の
パ
ニ
ッ
ク
騒
動
を
次
の
よ

う
に
位
置
付
け
る
。「
ラ
ジ
オ
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
お
け
る
文
化

的
断
絶
が
完
全
に
白
日
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
り
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
を
覆
っ
て
い
た
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
い
う
表
層
が
、
そ
の
敵
対
的
で
不
寛
容
な
側
面
を
露
わ
に

し
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
（
四
五
〇
頁
）。」
そ
し
て
、「
知
性
と
国

家
の
安
全
が
過
度
に
熱
望
さ
れ
る
中
で
、
寛
容
と
共
感
と
い
う

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
価
値
観
が
完
全
に
忘
却
さ
れ
た
、
悲
惨

な
ほ
ど
非
民
主
的
な
瞬
間
で
も
あ
っ
た
（
五
二
一
頁
）。」 

 

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
崩
壊 

 

「
第
七
章

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
戦
争
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ス

テ
ム
」
と
「
後
奏

ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
か
ら
シ
ナ
ト
ラ
へ
」
で
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
戦
後
に
か
け
て
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
が

い
よ
い
よ
瓦
解
し
て
い
く
さ
ま
が
描
か
れ
る
。
三
〇
年
代
後
半

か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
考
え
方
は

ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
に
よ
っ
て
政
治
的
な
場

で
も
抵
抗
に
晒
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。し
か
し
、

こ
う
し
た
言
及
は
、
ア
メ
リ
カ
の
第
二
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦

に
よ
っ
て
脇
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
戦
争
は
、

市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
別
の
仕
方
で
瓦
解
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。 

第
二
次
世
界
大
戦
期
、
放
送
事
業
者
は
政
府
の
戦
争
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
（
大
統
領
演
説
、
政
府
広
報
、
ニ
ュ
ー
ス
）
や
士
気
高

揚
に
協
力
す
る
役
割
を
す
す
ん
で
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
争

に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ド
ラ
マ
や
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
と
い
っ
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た
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
番
組
に
も
巧
妙
に
組
み
込
ま
れ
た
。
ロ
バ
ー

ト
・
マ
ー
ト
ン
が
『
大
衆
説
得
』（
一
九
四
六=

一
九
七
三
年
）

で
と
り
あ
げ
た
、
ケ
イ
ト
・
ス
ミ
ス
が
長
時
間
に
わ
た
っ
て
聴

取
者
に
訴
え
か
け
続
け
た
通
称
「
マ
ラ
ソ
ン
放
送
」
と
呼
ば
れ

る
戦
時
債
券
募
集
番
組
の
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
ス
タ
ー
も
戦
争
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
積
極
的
に
協
力
し
た
。 

ラ
ジ
オ
が
戦
争
の
動
向
に
関
す
る
情
報
源
と
な
っ
た
こ
と
で

ラ
ジ
オ
機
器
の
普
及
率
は
増
加
し
、
ニ
ュ
ー
ス
や
大
統
領
演
説

が
多
く
の
人
々
に
聴
か
れ
る
よ
う
に
な
る
に
伴
い
、
商
業
広
告

も
増
加
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
放
送
事
業
者
に
と
っ
て
、
戦

争
に
よ
る
非
常
事
態
が
商
業
的
好
機
を
も
た
ら
し
た
。
そ
う
な

る
に
し
た
が
っ
て
、
自
主
番
組
の
数
と
聴
取
率
は
減
少
し
て
い

っ
た
。
戦
争
は
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
い
う
盟
約
を
過
去
の

も
の
へ
と
押
し
や
っ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
う
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
に
は
、
市
民
的
パ
ラ

ダ
イ
ム
の
考
え
方
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に

冷
戦
期
に
な
る
と
、
リ
ベ
ラ
ル
は
共
産
主
義
と
結
び
つ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
市
民
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
考
え
方
は
よ
り
一
層

激
し
い
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
ゆ
く
。そ
こ
に
テ
レ
ビ
が
登
場
し
、

ラ
ジ
オ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
ロ
ー
カ
ル
な
メ
デ
ィ
ア
に
追
い
や

ら
れ
て
い
く
。
テ
レ
ビ
も
ま
た
、
一
時
は
市
民
的
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
そ
の
期
待
は
潰
え
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。 

そ
し
て
時
を
経
て
、
市
民
的
価
値
観
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

お
い
て
復
活
し
た
と
グ
ッ
ド
マ
ン
は
い
う
。
新
た
な
メ
デ
ィ
ア

が
大
衆
の
社
会
化
を
促
し
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
寛
容
性
を

生
み
出
す
装
置
と
な
る
と
い
う
、
今
か
ら
八
十
年
前
に
予
想
さ

れ
た
楽
観
的
な
見
通
し
は
、
現
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
研
究
で
も
反
復
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
グ
ッ
ド
マ
ン
は

指
摘
す
る
。
本
書
の
結
部
で
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
る
。

「
こ
う
し
た
循
環
す
る
歴
史
は
我
々
に
シ
ニ
シ
ズ
ム
を
も
た
ら

す
わ
け
で
は
な
い
。
希
望
か
ら
幻
滅
へ
い
た
る
そ
れ
ぞ
れ
の
サ

イ
ク
ル
の
中
で
、
一
体
何
が
起
き
て
い
た
の
か
。
そ
れ
を
理
解

し
よ
う
と
す
る
試
み
へ
と
、
我
々
を
導
い
て
く
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
試
み
こ
そ
が
、
次
の
大
き
な
メ
デ
ィ
ア
を
理

解
す
る
上
で
我
々
の
助
け
と
な
る
だ
ろ
う
（
五
七
一
頁
）。」 
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お
わ
り
に
ー
覆
轍
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
史 

 

本
書
が
描
き
出
し
た
の
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
「
市
民
的
パ
ラ

ダ
イ
ム
」
と
い
う
価
値
観
を
と
お
し
て
リ
ス
ナ
ー
の
統
合
と
平

準
化
を
う
な
が
し
た
い
っ
ぽ
う
で
、
む
し
ろ
そ
れ
が
不
和
と
分

断
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
と
い
う
歴
史
で
あ
る
。こ
の
こ
と
が
、

多
様
な
ト
ピ
ッ
ク
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
語
ら
れ

る
が
、
そ
れ
ら
は
展
開
さ
れ
る
議
論
の
正
当
性
を
強
化
す
る
も

の
で
あ
り
、か
つ
歴
史
記
述
の
解
像
度
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
ゆ
え
に
、
ア
メ
リ
カ
・
ラ
ジ
オ
史
の
背
景
を
知
ら
な

け
れ
ば
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
番
組
名
や
固
有
の
用

語
が
説
明
な
く
出
て
く
る
点
は
、本
書
の「
と
っ
つ
き
に
く
さ
」

で
も
あ
る
と
い
え
る
。 

本
書
の
理
解
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
次
の
書
籍
を
挙
げ
て

お
く
。
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
放
送
史
を
概
観
す
る
に
は
、
水
越

伸
『
メ
デ
ィ
ア
の
生
成—

ア
メ
リ
カ
・
ラ
ジ
オ
の
動
態
史
』（
一

九
九
一
年
）
が
よ
い
。
ま
た
、
番
組
の
聴
取
率
と
い
っ
た
デ
ー

タ
や
詳
細
な
情
報
に
つ
い
て
は
、H. B. 

サ
マ
ー
ズ
『A 

Thirty-Year H
istory of Program

s Carried on National Radio 
Networks in the U

nited States, 1926-1956

』（
一
九
五
八
年
）

が
手
早
く
番
組
の
類
型
や
聴
取
率
な
ど
を
確
認
で
き
、J. 

ダ
ニ

ン
グ
『O

n the Air: The Encyclopedia of Old-Time Radio

』（
一

九
九
八
年
）
は
放
送
時
期
か
ら
司
会
者
、
番
組
の
内
容
に
至
る

ま
で
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
な
ア
メ
リ
カ
の
放

送
史
に
つ
い
て
は
、C. H. 

ス
タ
ー
リ
ン
グ
、J. M

. 

キ
ッ
ト
ロ

ス
編
『Stay Tuned: A H

istory of Am
erican Broadcasting

』（
一

九
七
八
年
）
が
、
本
書
で
度
々
出
て
く
る
固
有
の
ト
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、C. H. 

ス
タ
ー
リ
ン
グ
ほ
か
編
『The M

useum
 of 

Broadcast Com
m

unications Encyclopedia of Radio

』（
二
〇

〇
四
年
）
が
手
引
き
と
し
て
役
に
立
つ
。
ま
た
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ホ
ー
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
『
ア
メ
リ
カ
の
反
知
性
主
義
』（
一
九
六
三

＝
二
〇
〇
三
年
）
は
、
本
書
で
描
か
れ
た
歴
史
の
「
そ
の
後
」

と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

本
書
は
、
多
様
な
人
物
の
物
語
が
編
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
展

開
さ
れ
て
い
く
。
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル
ド
や
キ
ャ
ン
ト
リ
ル
の
名
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は
メ
デ
ィ
ア
研
究
者
の
、
ア
ド
ル
ノ
の
名
は
音
楽
や
文
化
の
研

究
者
の
関
心
を
引
く
だ
ろ
う
。
第
一
部
だ
け
で
も
ア
メ
リ
カ
の

ラ
ジ
オ
史
研
究
と
し
て
相
当
な
密
度
を
も
っ
て
い
る
。
読
者
が

お
の
お
の
目
に
留
ま
る
箇
所
を
読
む
だ
け
で
も
十
分
に
意
義
が

あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
二
段
組
で
六
〇
〇
頁
弱
の
大
ボ
リ

ュ
ー
ム
で
あ
る
。
全
編
を
読
み
通
す
の
は
ハ
ー
ド
だ
が
、
本
書

の
三
分
の
二
を
読
み
進
め
て
か
ら
始
ま
る
第
二
部
が
あ
っ
て
こ

そ
、
本
書
の
持
つ
現
代
的
な
意
義
が
活
き
て
く
る
。
ニ
ュ
ー
・

メ
デ
ィ
ア
の
出
現
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
期
待
と
野
望
。
そ
し
て

非
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
エ
リ
ー
ト
の
幻
滅
か
ら
分
断
へ
至
る
過

程
は
、
読
み
進
め
る
ご
と
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
と
り
ま
く
現

代
の
風
景
と
重
な
る
。 

本
稿
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
は
単
な
る
ア
メ
リ
カ

の
ラ
ジ
オ
史
研
究
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
何
が
起
き
た
か
だ
け

を
記
述
す
る
だ
け
の
メ
デ
ィ
ア
史
で
も
な
い
。
本
書
が
描
く
歴

史
は
、
か
つ
て
の
「
躓
き
」
の
物
語
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。「
覆
轍
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
前
を
い
く
車
が
ひ
っ
く

り
返
っ
た
と
こ
ろ
を
見
た
ら
、
あ
と
を
ゆ
く
車
は
前
の
車
の
轍

を
み
て
、
ひ
っ
く
り
返
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
戒
め
を
意
味
す
る
「
前
車
覆
轍
」
か
ら
き
た

語
で
あ
る
。
転
じ
て
、
先
人
の
失
敗
か
ら
学
び
、
今
の
戒
め
に

す
る
と
い
う
意
味
だ
。
本
書
は
「
覆
轍
の
メ
デ
ィ
ア
史
」
で
あ

り
、
今
ま
さ
に
広
く
読
ま
れ
る
に
値
す
る
。
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